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1. ブロックレベルタグ

ＨＴＭＬでは、文章の中で見出しのようにひとつのまとまった意味をもつ部分をブロック(block)と呼び、ブロックを表現するタグのことをブロックレベルタグと呼びます。ブロックレレベルタグの前後では一般的に自動的に改行されることになっています。主なブロックレベルタグには以下のものがあります。

· Ｈ１～Ｈ６、ＨＲ、ＴＡＢＬＥ、ＵＬ、ＯＬ

　見出し（Ｈ１～Ｈ６）、罫線（ＨＲ）、テーブル（ＴＡＢＬＥ）、箇条書き（ＵＬ、ＯＬ）。
· Ｐ

　Ｐタグは文章の段落を表すタグで、Ｐタグの前後でさらに改行（１行分のスペースが表示される）が行われます。段落を分けずにだらだらと記述された文章は大変読みにくいものなので、文章を内容で区切って段落分けしそれぞれの段落をＰタグで囲うことをお勧めします。ＰタグにはＡＬＩＧＮ属性を記述ができ、ＬＥＦＴ、ＣＥＮＴＥＲ、ＲＩＧＨＴのいずれかの値を設定することで、左揃え、中央揃え、右揃えを指定することができます。

　＜Ｐ＞

　　　ここが第一段落の内容です。

　＜／Ｐ＞

　＜Ｐ　ＡＬＩＧＮ＝“ＣＥＮＴＥＲ”＞

　　　ここが第二段落の内容です。

　＜／Ｐ＞

　なお、Ｐタグを使うと自動的に一行空けて改行されるのでよくＰタグを改行の代わりに使う人がいますが、それは誤った使い方です。改行はＢＲタグで行って下さい。

· ＤＩＶ

　ＤＩＶタグはその内容が一まとまりの意味を持つブロックであるということを表します。ＤＩＶタグもＡＬＩＧＮ属性で文字の揃えを指定でき、一般的にＤＩＶタグで囲まれた部分の文章の揃えを指定する為に使われます。ＤＩＶタグはＰタグと異なり余分な改行は行われません。上記のサンプル文章のＰをＤＩＶに書き換えて表示を更新して下さい。

· ＣＥＮＴＥＲ

　ＣＥＮＴＥＲタグで囲まれた文章は中央揃えで表示されます。ＣＥＮＴＥＲタグは

＜ＤＩＶ　ＡＬＩＧＮ＝“ＣＥＮＴＥＲ”＞と記述した場合と同じ意味を持ちます。

· ＡＤＤＲＥＳＳ

　ＡＤＤＲＥＳＳタグはその内容がそのページの製作者の連絡先（アドレス）や問い合わせ先部分であることを表しています。一般にこのタグの中は斜体で表示されます。

　＜ＡＤＤＲＥＳＳ＞

　　　このホームページに対するご意見・お問い合わせは下記のメールアドレスへどうぞ。＜Ａ　ＨＲＥＦ＝“ｍａｉｌｔｏ：メールアドレス”＞メールアドレス＜／Ａ＞

　＜／ＡＤＤＲＥＳＳ＞

· ＰＲＥ

　通常ＨＴＭＬ文章の中の半角スペースや改行は実際の表示の際には無視されますが、ＰＲＥタグで囲まれた文章の中の半角スペースや改行はそのまま画面に表示されます。また、ＰＲＥタグの中身は等幅フォントで表示され、横幅がいくら長くなっても自動改行されなくなります。ＰＲＥタグは入力した文章をそのままウェブページに表示したい時に良く使われます。下記の文章を表示し、次にＰＲＥタグを削除した場合と比べて下さい。また、ＰＲＥタグの中と外で半角のアルファベットの表示がどうかわるかを比べて下さい。
　＜ＰＲＥ＞

　ＰＲＥタグの中のスペース　　　　　　や改行

　はそのままブラウザに表示されます。

　abcdefghi
　＜／ＰＲＥ＞

  abcdefghi
2. インラインタグと文字の修飾
ＡタグやＩＭＧタグのように、文章の一部分として記述するタグはインライン(in-line)タグと呼びます。インラインタグは、ブロックレベルタグと異なりタグの前後で改行されることはありません。ここでは、文字の修飾の為のインラインタグについて説明します。

· ＥＭ　と　ＳＴＲＯＮＧ

ＥＭタグで囲まれた部分を強調して表示します。ＳＴＲＯＮＧタグはＥＭよりもさらに強い強調を行いたい場合に使います。一般にＥＭタグで囲まれた文章は斜体、ＳＴＲＯＮＧタグで囲まれた文章は太字で表示されます。

＜ＥＭ＞注意！！＜／ＥＭ＞＜ＳＴＲＯＮＧ＞この薬剤を服用の際には次の点に注意して下さい。＜／ＳＴＲＯＮＧ＞
· Ｂ、Ｉ、ＴＴ、ＳＵＰ、ＳＵＢ、Ｕ、Ｓ

　これらのタグは囲まれた部分の文章の表示スタイルを指定する為のタグです。なお、これらのうち、ＵタグとＳタグの使用は非推奨とされているので使わないほうが無難です。

　それぞれのタグの表示スタイルは、Ｂ：太字、Ｉ：斜体、ＴＴ：等幅フォント、ＳＵＰ：上付き文字、ＳＵＢ：下付き文字、Ｕ：下線、Ｓ：取消線です。

これは＜Ｂ＞太字（ｂｏｌｄ）＜／Ｂ＞です。＜ＢＲ＞

これは＜Ｉ＞斜体（ｉｔａｌｉｃ）＜／Ｉ＞です。＜ＢＲ＞

これは＜ＴＴ＞等幅フォント（ｔｅｌｅｔｙｐｅ）＜／ＴＴ＞です。＜ＢＲ＞

これは＜ＳＵＰ＞上付き文字（ｓｕｐｅｒｓｃｒｉｐｔ）＜／ＳＵＰ＞です。＜ＢＲ＞

これは＜ＳＵＢ＞下付き文字（ｓｕｂｓｃｒｉｐｔ）＜／ＳＵＢ＞です。＜ＢＲ＞

これは＜Ｕ＞下線（ｕｎｄｅｒｌｉｎｅ）＜／Ｕ＞です。＜ＢＲ＞

これは＜Ｓ＞取消線（ｓｔｒｉｋｅ）＜／Ｓ＞です。

· ＢＩＧ、ＳＭＡＬＬ

ＢＩＧタグは囲まれた部分の文字を大きく、ＳＭＡＬＬタグを小さく表示します。

＜ＢＩＧ＞大きな文字＜／ＢＩＧ＞標準＜ＳＭＡＬＬ＞小さな文字＜／ＳＭＡＬＬ＞

· ＦＯＮＴ

　ＦＯＮＴタグで囲まれた部分のフォントを指定します。フォントは属性を使って指定し、ＳＩＺＥ属性で文字の大きさを指定することができます。また後で説明しますが、文字の色を設定することも可能です。ＳＩＺＥ属性には１から７までの数字を設定することができ、数字が小さいほど小さな文字で表示されます。なお、標準サイズの文字は３です。

　＜ＦＯＮＴ　ＳＩＺＥ＝“１”＞サイズが１の文字＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＳＩＺＥ＝“２”＞サイズが２の文字＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＳＩＺＥ＝“３”＞サイズが３（標準）の文字＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＳＩＺＥ＝“４”＞サイズが４の文字＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＳＩＺＥ＝“５”＞サイズが５の文字＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＳＩＺＥ＝“６”＞サイズが６の文字＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＳＩＺＥ＝“７”＞サイズが７の文字＜／ＦＯＮＴ＞

　また、ＳＩＺＥ属性の中に＋１や－１のように＋や－記号をつけた数字を指定するとそれまでのフォントのサイズに数字を加算（又は減算）したサイズのフォントになります。

3. 色の指定方法
　ＨＴＭＬ文章では文字や背景色などに色を指定することができます。色の指定には２種類の方法があり、一つは色を英単語で指定する方法、もう一つは数字で指定する方法です。

　英単語で指定する場合、下記の１６色を標準なブラウザで使うことができます。

　ＢＬＡＣＫ、ＳＩＬＶＥＲ、ＧＲＡＹ、ＷＨＩＴＥ、ＭＡＲＯＯＮ、ＲＥＤ、　　　　　　　ＰＵＲＰＬＥ、ＦＵＣＨＳＩＡ、ＧＲＥＥＮ、ＬＩＭＥ、ＯＬＩＶＥ、ＹＥＬＬＯＷ、　　　　ＮＡＶＹ、ＢＬＵＥ、ＴＥＡＬ、ＡＱＵＡ

普通にページを作る場合は、この１６色が使えれば充分でしょう。これ以外にもＩＥやＦｉｒｅｆｏｘでは多くの色の名前が定義されていますが、そちらは書籍や、ＨＴＭＬを解説しているウェブページに詳しく載っていますのでそちらを参照して下さい。

数字で指定する場合は、色を赤と青と緑の３色の明るさの組み合わせで指定します。それぞれの色の明るさは１６進数（１６進数は一桁を０～９、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの１６種の数字で表します）で指定し、　　＃ＲＲＧＧＢＢ　　の形で表現します。

ＲＲ、ＧＧ，ＢＢの部分はそれぞれ赤、緑、青の明るさを１６進数で記述したもので、００が最も暗く、ＦＦ（＝１０進数で２５５）が最も明るいことを表します。こちらの指定方法には授業ではこれ以上詳しく説明しませんが興味のある方は各自調べてください。
参考：http://www.page.sannet.ne.jp/mtoga/html/bih-h_x3.htm　　名前と色の対応表

http://www.page.sannet.ne.jp/mtoga/html/bih-h_x1.htm　　１６進数と色の対応表
　ＨＴＭＬ文章では上記の方法を使って以下の様々なものに色を指定することが出来ます。

· 文字の色

　文字の色はＦＯＮＴタグのＣＯＬＯＲ属性で指定できます。

　＜ＦＯＮＴ　ＣＯＬＯＲ＝“ｒｅｄ”＞赤色の文字です＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＣＯＬＯＲ＝“ｇｒｅｅｎ”＞緑色の文字です＜／ＦＯＮＴ＞＜ＢＲ＞

　＜ＦＯＮＴ　ＣＯＬＯＲ＝“ｂｌｕｅ”＞青色の文字です＜／ＦＯＮＴ＞

· ブラウザの全体の文字色と背景色と背景画像

　ブラウザ全体の文字色はＢＯＤＹタグの中のＴＥＸＴ属性で指定することができます。又、ブラウザ全体の背景色は、ＢＯＤＹタグの中のＢＧＣＯＬＯＲ属性で指定できます。

　　＜ＢＯＤＹ　ＴＥＸＴ＝“ｗｈｉｔｅ”　ＢＧＣＯＬＯＲ＝“ｂｌａｃｋ”＞

　上記は文字色を白、背景色を黒に指定する方法です。色とは直接関係ありませんが、ウェブページの背景を画像で埋めることができます。これを行うにはＢＯＤＹタグのＢＡＣＫＧＲＯＵＮＤ属性に背景に表示したい画像のＵＲＬを記述します。

＜ＢＯＤＹ ＢＡＣＫＧＲＯＵＮＤ＝“ｉｍａｇｅ／ｉ＿ｚｅｎｋｅｉ００１．ｊｐｇ”＞

· テーブルの背景色と背景画像

　テーブルのそれぞれのタグにＢＧＣＯＬＯＲ属性で背景色を設定することができます。

· ＴＡＢＬＥタグに設定した場合はそのテーブルの全体の背景色を設定します。

· ＴＲタグに設定した場合はその行のセルすべての背景色を設定します。

· ＴＤタグに設定した場合はそのセルの背景色を設定します。

　また、ＢＯＤＹタグの場合と同様にＢＡＣＫＧＲＯＵＮＤ属性を指定することで、テーブルの背景に指定した画像を表示することができます。

　homepage.htmlのテーブルの最初の３行を以下のように変更して表示を更新してください。

　＜ＴＡＢＬＥ　ＢＯＲＤＥＲ　ＢＧＣＯＬＯＲ＝“ｒｅｄ”＞

　　　＜ＴＲ　ＢＧＣＯＬＯＲ＝“ｂｌｕｅ”＞

　　　　　＜ＴＤ　ＢＧＣＯＬＯＲ＝“ｇｒｅｅｎ”＞名前＜／ＴＤ＞

　　　　　＜ＴＤ＞○○　○○＜／ＴＤ＞

　　　＜／ＴＲ＞

　　　略

　＜／ＴＡＢＬＥ＞

　また、ＴＡＢＬＥタグを以下のように変更して表示を更新してください。

　＜ＴＡＢＬＥ　ＢＯＲＤＥＲ ＢＡＣＫＧＲＯＵＮＤ＝“ｉｍａｇｅ／ｉ＿ｚｅｎｋｅｉ００１．ｊｐｇ”＞

· リンクの色

　ウェブページの背景色や文字色を例えば青色に変更した場合、リンクの色が背景色にまぎれて見えにくくなる場合があります。そのような場合は、ＢＯＤＹタグに以下の属性を記述することでリンクの色を変更することができます。

	属性名
	意味

	ＬＩＮＫ
	まだ見ていないリンクの色

	ＶＬＩＮＫ
	すでに見たリンクの色

	ＡＬＩＮＫ
	リンクをマウスでプレスした時のリンクの色


homepage.htmlのＢＯＤＹタグの内容を下記のように変更して表示を更新して下さい。

＜ＢＯＤＹ　ＴＥＸＴ＝“ＷＨＩＴＥ”　ＢＧＣＯＬＯＲ＝“ＢＬＵＥ”　ＬＩＮＫ＝“ＲＥＤ”　ＡＬＩＮＫ＝“ＰＵＲＰＬＥ”＞
4. 文字参照
　ＨＴＭＬでは、半角の　＜　＞　“　＆　などの記号はタグの中で使用されるのでそのまま文章に記述しても表示されない場合があります。例えば
　＜ａｂｃ＞
と記述するとこれはタグだと解釈され、ブラウザには何も表示されません。

これらの記号を表示するには、文字参照という特別な方法で記述する必要があります。文字参照は　「＆」記号の後に記号を表す文字列を書き最後に「；」記号を記述します。例えば、　＜　を表す文字列は　ｌｔ(lesser thanの頭文字)　なので　＆ｌｔ；　と記述すると表示することができます。以下に主な文字参照で記述できる記号の一覧を記します。

	記号
	記述方法
	
	記号
	記述方法

	＜
	＆ｌｔ；
	
	＆
	＆ａｍｐ；

	＞
	＆ｇｔ；
	
	“
	＆ｑｕｏｔ；


これ以外の記号を表示するための文字参照については書籍などを参考にして下さい。

文字参照を使って先ほどの文章　＜ａｂｃ＞　を以下のような方法で記述できます。
＆ｌｔ；ａｂｃ＆ｇｔ；
5. コメント
ＨＴＭＬで凝ったページを記述すると、タグをたくさん記述しなければならず、後で自分が書いたＨＴＭＬの文章を見て意味がわからなくなることがしばしばあります。そのようなことをなくすため、ＨＴＭＬの中にブラウザで表示したときには表示されないコメント（注釈）を記述することができます。コメントは＜！--　と　 --＞　で囲って記述します。
＜！--　　ここから私のプロフィールをテーブルで記述します　 --＞

＜ＴＡＢＬＥ　ＢＯＲＤＥＲ＞

　　　略
コメントで囲われた部分には基本的に何を記述してもその部分は実際のブラウザには表示されません。コメントは必ず書かなければならないというものではありませんが、後でＨＴＭＬ文章を手直しする時に役に立ちますので適度に記述することをお勧めします。
6. これまでの授業で出てきたタグと属性の一覧

　ここまで授業で説明したタグを知っていれば一般的なウェブページを作成することは充分可能ですが、実際にはＨＴＭＬにはまだまだ多くのタグが用意されています。それらのタグも基本的な記述の方法はこれまで説明したタグと変わりありません。授業で出てきた以外のタグについて知りたい方は各自ＨＴＭＬの解説の書籍やＨＴＭＬを解説したウェブページなどを参考にして下さい。
　最後にこれまでにでてきたタグを次のページから一覧にまとめます。
· ＨＴＭＬタグとヘッダとボディ
	タグ
	意味
	終了タグ
	属性
	備考

	HTML
	HTML文章の開始と終了
	必須
	
	

	HEAD
	ヘッダの開始と終了
	必須
	
	

	TITLE
	ウェブページのタイトル
	必須
	
	HEADタグの内部に記述する

	BODY
	本体のデータの開始と終了
	必須
	TEXT

BGCOLOR

BACKGROUND
LINK

VLINK

ALINK
	文字色

背景色

背景画像

味読のリンク色

既読のリンク色

クリック時のリンク色


上記のＢＯＤＹタグの属性でBACKGROUND以外の設定値には全て色（色の指定方法は後述）を記述します。BACKGROUND属性には画像のURLを記述します。

· ブロックレベルタグと属性（ＴＡＢＬＥタグを除く）

　注：ブロックレベルタグは、基本的にその前後で改行されます。

	タグ
	意味
	終了タグ
	属性
	備考

	H○
	見出し
	必須
	ALIGN
	○は１～６

	UL
	記号の箇条書き
	必須
	
	

	OL
	数字の箇条書き
	必須
	
	

	LI
	箇条書きの項目
	省略可
	
	

	HR
	罫線
	無し
	ALIGN

WIDTH
	揃え

幅

	P
	段落
	省略可
	ALIGN
	揃え

	DIV
	ブロック
	必須
	ALIGN
	揃え

	CENTER
	中央揃え
	必須
	
	

	ADDRESS
	連絡先
	必須
	
	斜体で表示

	PRE
	等幅フォントで半角スペース、改行をそのまま記述
	必須
	
	


	属性
	設定値
	意味

	ALIGN
	LEFT
	左揃え

	
	CENTER
	中央揃え

	
	RIGHT
	右揃え

	WIDTH
	数字
	ドット数で幅を指定

	
	数字％
	ウィンドウのサイズの割合で幅を指定


· 画像とリンクと改行

　注：IMGタグとAタグはインラインタグの一種です。

	タグ
	意味
	終了タグ
	属性
	備考

	IMG
	画像の表示
	無し
	SRC

ALT

WIDTH

HEIGHT

ALIGN
	SRCは必須

ALTは推奨

	A
	リンクの表示
	必須
	HREF
	HREFは必須

	BR
	改行
	無し
	
	


	属性
	設定値
	意味

	SRC
	URL
	表示する画像ファイルの保存場所

	ALT
	文字列
	画像の内容を文字で表記する

	（IMGタグの）ALIGN
	TOP
	左右の文字列の位置を画像の上部に合わせる。

	
	MIDDLE
	左右の文字列の位置を画像の中央に合わせる。

	
	BOTTOM
	左右の文字列の位置を画像の下部に合わせる。

	
	LEFT
	画像を右揃えにし、文字を画像の左で折り返すようにする。

	
	RIGHT
	画像を左揃えにし、文字を画像の左で折り返すようにする。

	WIDTH、HEIGHT
	数字
	ドット数で幅を指定

	
	数字％
	ウィンドウのサイズの割合で幅を指定

	HREF
	URL
	リンク先のウェブページのファイルの保存場所


· 文字を修飾するインラインタグと属性
	タグ
	意味
	終了タグ
	属性
	備考

	EM
	強調
	必須
	
	

	STRONG
	さらに強い強調
	必須
	
	

	B
	太字
	必須
	
	

	I
	斜体
	必須
	
	

	TT
	等幅フォント
	必須
	
	

	SUP
	上付き文字
	必須
	
	

	SUB
	下付き文字
	必須
	
	

	U
	下線
	必須
	
	非推奨

	S
	打消線
	必須
	
	非推奨

	BIG
	大きな文字
	必須
	
	

	SMALL
	小さな文字
	必須
	
	

	FONT
	フォント
	必須
	SIZE

COLOR
	文字サイズ

（１～７）

文字色


· テーブル
	タグ
	意味
	終了タグ
	属性
	備考

	TABLE
	テーブルの開始と終了
	必須
	BORDER

WIDTH

HEIGHT

ALIGN

CELLSPACING

CELLPADDING

BGCOLOR

BACKGROUND
	外枠の幅

横幅

高さ

揃え

内枠の太さ

内枠とセルの中身の幅

背景色

背景画像

	TR
	テーブルの行
	省略可
	HEIGHT

ALIGN

VALIGN

BGCOLOR

BACKGROUND
	行の高さ

横の揃え

縦の揃え

背景色

背景画像

	TD
	テーブルのセル
	省略可
	WIDTH

HEIGHT

ALIGN

VALIGN

COLSPAN

ROWSPAN

BGCOLOR

BACKGROUND
	セルの幅

セルの高さ

横の揃え

縦の揃え

横方向の結合

縦方向の結合

背景色

背景画像

	CAPTION
	テーブルの見出し
	必須
	
	


	属性
	設定値
	意味

	BORDER
	数値
	テーブルの外枠のドット数

	WIDTH
	数値、％
	横幅。TDの場合の％はテーブルの横幅に対する比率

	HEIGHT
	数値、％
	縦幅

	TABLEタグのALIGN
	LEFT
	テーブルを右揃えにし、テーブルの前後の文字をテーブルの右で折り返すようにする。

	
	RIGHT
	テーブルを左揃えにし、テーブルの前後の文字をテーブルの左で折り返すようにする。

	
	CENTER
	テーブルを中央揃えにする。

	TR,TDタグのALIGN
	LEFT
	セルの中身を左揃えにする

	
	CENTER
	セルの中身を（横方向に対して）中央揃えにする

	
	RIGHT
	セルの中身を右揃えにする

	VALIGN
	TOP
	セルの中身を上揃えにする

	
	MIDDLE
	セルの中身を（縦方向に対して）中央揃えにする

	
	BOTTOM
	セルの中身を下揃えにする

	CELLSPACING
	数値
	表の内枠のドット数

	CELLPADDING
	数値
	内枠とセルの中身の幅のドット数

	COLSPAN
	数値
	セルを数値の数だけ右方向に結合する

	ROWSPAN
	数値
	セルを数値の数だけ下方向に結合する

	BGCOLOR
	色
	背景色

	BACKGROUND
	URL
	背景画像のファイルのURL


· 色の設定値

ＢＬＡＣＫ、ＳＩＬＶＥＲ、ＧＲＡＹ、ＷＨＩＴＥ、ＭＡＲＯＯＮ、ＲＥＤ、　　　　　　　ＰＵＲＰＬＥ、ＦＵＣＨＳＩＡ、ＧＲＥＥＮ、ＬＩＭＥ、ＯＬＩＶＥ、ＹＥＬＬＯＷ、　　　　ＮＡＶＹ、ＢＬＵＥ、ＴＥＡＬ、ＡＱＵＡ　　などを設定可能。

· コメント

＜！--　と　--＞　で囲まれた部分はコメントとみなされブラウザには表示されません。

· 文字参照

　以下の記号は文字参照という方法で指定する必要があります。

	記号
	記述方法
	
	記号
	記述方法

	＜
	＆ｌｔ；
	
	＆
	＆ａｍｐ；

	＞
	＆ｇｔ；
	
	“
	＆ｑｕｏｔ；


7. 課題と来週の授業
　自分のウェブページを作って下さい。作成の際には以下の点に注意して下さい。

· トップページをｗｗｗフォルダの下にファイル名をｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌで作成する。

· トップページのタイトル（ＴＩＴＬＥタグの中身）は○○のホームページとすること。

· ページの内容は特に指定しないが、作成したホームページの中で最低一つはどこかに箇条書きとテーブルを使うこと。また、ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ以外に最低２つ以上、別のファイルにＨＴＭＬを記述しそのページへのリンクをｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌの中に記述すること。（例：リンク集のページやプロフィールなどのページ）
　なお、ＵＲＬは日本語を使えないという決まりになっていますので、ウェブページを作成する際には、ページや画像のファイル名に日本語を使わないようにして下さい。

· 出来た方は課題のメールの本文に作成したページのＵＲＬを（半角で）記述してください。ＵＲＬは　http://www.edu.i.hosei.ac.jp/~ユーザID　です。この課題に限り、課題のメールの宛先は私のメールアドレス　sigesada@hosei.ac.jp　にお願いします。

· 締め切りは７月２２日です。それ以前に完成して、課題のメールを出した場合でも７月２２日までの間に内容を変更するのはかまいません。

· この課題の評価はホームページの出来栄えで行います。内容やレイアウトを凝ったページは高い評価をつけますのでがんばって作成して下さい。また、授業で説明していないタグを自分で勉強して調べて使うのはかまいません。

· なお、授業で作成したhomepage.htmlをベースに作成するのはかまいませんが、そのままほとんど手を加えずに提出するのは不可とします。最低限半分以上は自分で考えた新しい内容を付け加えて下さい。
　来週の授業は画像編集ソフトの使い方とウェブページ作成のガイドラインを説明した後はこの課題を行う時間に当てる予定です。こういうページを作りたいがどうすれば良いかわからないなどの質問を受け付けますのでネタを温めておいて下さい。

出席、課題のメールは　ta080017@mail.edu.i.hosei.ac.jp　までお願いします。

質問のメールなどは、　sigesada@hosei.ac.jp　までお願いします。

授業の資料の最新版は　http://www.edu.i.hosei.ac.jp/~sigesada/　にあります。
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